
鉄筋組み立て

測
量
工
期
・
コ
ス
ト
半
減

清
水
建
設
は
印
目
、
土
木
構
造
物
の

工
事
で
鉄
筋
の
組
み
立
て
位
置
に
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
す
る
こ
と
で
位
置
決
め
を

高
精
度
で
行
え
る
技
術
を
大
浦
工
測

(
東
京
都
北
区
、
大
浦
章
社
長
)
と
共
-

同
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
デ
ー
タ
化

し
た
鉄
筋
図
に
基
づ
い
て
3
D
レ
ー
ザ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
任
意
の
位
置

に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
。
レ
ー
ザ
ー
が
一
示

す
表
示
位
置
に
沿
っ
て
配
筋
し
て
い
け

ば
、
高
い
組
み
立
て
精
度
を
確
実
・
容

易
に
確
保
で
き
る
。
位
置
決
め
の
測
量

の
工
期
、
コ
ス
ト
を
従
来
の
半
分
に
抑

え
ら
れ
る
と
い
う
。
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【建設陀T】 i立予究秀
1 .日経 2.朝日 3.毎日 11 体 包立書

4 読 売 5 岐 阜 6 中日 11努E肩書
7.産経 8.静 岡 9.伊勢 11 のさ工編
10.中部経済 11.建通 12.日刊工業 11 鉄れ誤で

13建設通信 14信濃毎日 15日本海事 11努三言問
⑪建設工業 11 組る考柱

.，み。刀の

立
て
は
、
床
や
壁
の
よ
う
な

平
面
郁
分
と
比
較
す
る
と
、

位
置
決
め
の
測
量
作
業
に
手

闘
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
パ
!
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
l
は
特
に
曲
面

部
分
の
鉄
筋
組
み
立
て
に
効

果
が
あ
る
と
み
て
お
り
、
清

水
建
設
は
品
質
向
上
と
と
も

に
技
術
提
案
に
盛
り
込
ん
で

工
事
受
注
に
も
役
立
て
て
い

く
o

し
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